
(57)【要約】

【目的】　本発明は、不正侵入を監視するホームセキュ

リティ装置として機能すると共に一人暮らしの老人が元

気で暮らしているかを知ることが同じ人感知センサで出

来るようにすることを課題とする。

【構成】本発明では、室内の人間を検出する人感知セン

サ（１）を設け、この検出データに基づく処理情報を管

理者の管理機（３）へ通報するセキュリティ装置におい

て、監視装置に在室モードと就寝モード及び外出モード

を設け、在室モードと就寝モードの設定時には人の検出

を安否情報として所定時間動きの無い場合に緊急連絡を

行い、外出モード時には人の検出を警戒情報として直ち

に緊急連絡を行うように制御した。

【選択図】　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 室 内 の 人 間 を 検 出 す る 人 感 知 セ ン サ （ １ ） を 設 け 、 こ の 検 出 デ ー タ に 基 づ く 処 理 情 報 を
管 理 者 の 管 理 機 ３ へ 通 報 す る セ キ ュ リ テ ィ 装 置 に お い て 、 監 視 装 置 （ ６ ） に 在 室 モ ー ド と
就 寝 モ ー ド 及 び 外 出 モ ー ド を 設 け 、 在 室 モ ー ド と 就 寝 モ ー ド の 設 定 時 に は 人 の 検 出 を 安 否
情 報 と し て 所 定 時 間 動 き の 無 い 場 合 に 緊 急 連 絡 を 行 い 、 外 出 モ ー ド 時 に は 人 の 検 出 を 警 戒
情 報 と し て 直 ち に 緊 急 連 絡 を 行 う 制 御 装 置 を 設 け た こ と を 特 徴 と す る セ キ ュ リ テ ィ 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
在 室 モ ー ド と 就 寝 モ ー ド の 設 定 時 に 人 の 動 き を 検 出 す る サ ン プ リ ン グ 時 間 を 変 更 可 能 に し
て な る 請 求 項 １ に 記 載 の セ キ ュ リ テ ィ 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 住 宅 内 や 個 室 内 に 設 け て 人 の 存 在 を 感 知 す る 赤 外 線 セ ン サ 等 の 人 感 知 セ ン サ
で 入 手 す る 情 報 を 用 い て 不 在 の 場 合 に は 不 審 者 侵 入 監 視 を 行 い 、 在 室 中 に は 元 気 で 活 動 し
て い る か ど う か を 通 知 す る セ キ ュ リ テ ィ 情 報 及 び 安 否 情 報 の 提 供 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 住 宅 内 に 設 け る 人 感 知 セ ン サ が 外 出 時 に 人 の 存 在 を 感 知 す る と 不 正 侵 入 と し て 所 定 の 監
視 装 置 へ 通 知 す る セ キ ュ リ テ ィ 装 置 は 、 例 え ば 特 公 平 ８ － ３ １ ９ ２ ２ 号 公 報 に 記 載 さ れ て
い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 ま た 、 人 感 知 セ ン サ で 感 知 す る 人 の 動 き で 住 人 が 元 気 に 活 動 し て い る か ど う か を 通 報 す
る 生 活 見 守 り 装 置 も 例 え ば 特 許 登 録 第 ２ ８ ６ ２ ３ ２ ０ 号 公 報 に 記 載 さ れ て い る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 　 従 来 の セ キ ュ リ テ ィ 装 置 と 生 活 見 守 り 装 置 と は そ れ ぞ れ 別 の シ ス テ ム と し て 構 成 し て
い た の で 、 両 方 の 機 能 を 備 え る こ と は コ ス ト ア ッ プ に な っ て い た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 そ こ で 、 本 発 明 は 、 不 正 侵 入 を 監 視 す る ホ ー ム セ キ ュ リ テ ィ 装 置 と し て 機 能 す る と 共 に
一 人 暮 ら し の 老 人 が 元 気 で 暮 ら し て い る か を 知 る よ う な 生 活 見 守 り 機 能 が 同 じ 人 感 知 セ ン
サ で 出 来 る よ う に す る こ と を 課 題 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 室 内 の 人 間 を 検 出 す る 人 感 知 セ ン サ １ を 設 け 、 こ の 検 出 デ ー タ に 基 づ く 処 理 情 報 を 管 理
者 の 管 理 機 ３ へ 通 報 す る セ キ ュ リ テ ィ 装 置 に お い て 、 監 視 装 置 ６ に 在 室 モ ー ド と 就 寝 モ ー
ド 及 び 外 出 モ ー ド を 設 け 、 在 室 モ ー ド と 就 寝 モ ー ド の 設 定 時 に は 人 の 検 出 を 安 否 情 報 と し
て 所 定 時 間 動 き の 無 い 場 合 に 緊 急 連 絡 を 行 い 、 外 出 モ ー ド 時 に は 人 の 検 出 を 警 戒 情 報 と し
て 直 ち に 緊 急 連 絡 を 行 う 制 御 装 置 を 設 け た 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 前 記 の 構 成 に よ れ ば 、 人 感 知 セ ン サ １ は 短 時 間 で 人 の 存 在 を 検 出 し て い る の で あ る が 、
こ の 検 出 結 果 を 比 較 し て 警 戒 情 報 と 安 否 情 報 を 出 せ る の で 、 全 体 の シ ス テ ム 構 成 が 簡 単 で
安 く 構 成 出 来 る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 次 に 、 本 発 明 の 一 実 施 例 を 示 す 図 面 を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。
　 図 １ は 、 全 体 の 構 成 を 示 す も の で 、 電 話 器 ５ に 受 信 器 ６ を 連 結 し て い て 、 こ の 受 信 器 ６
は 赤 外 線 セ ン サ １ 、 煙 セ ン サ ８ 、 窓 セ ン サ ２ ０ 、 ガ ス 漏 れ セ ン サ １ ７ か ら の 警 報 信 号 を 受
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け る と 警 報 器 ９ を 鳴 動 さ せ た り 電 話 器 ５ へ 警 報 信 号 を 出 力 し た り す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 さ ら に 、 受 信 機 ６ は 、 複 数 の リ モ コ ン ２ ａ ， ２ ｂ ， ２ ｃ か ら 開 閉 信 号 を 受 け て 施 錠 装 置
７ を 開 閉 制 御 す る と 共 に 電 話 器 ５ を 通 じ て 管 理 装 置 ３ で あ る 携 帯 電 話 へ 開 閉 操 作 を 行 っ た
こ と と リ モ コ ン ２ ａ ， ２ ｂ ， ２ ｃ の 識 別 内 容 例 え ば リ モ コ ン 番 号 を 通 知 し 、 携 帯 電 話 ３ と
受 信 機 ６ が 通 話 状 態 と な っ て リ モ コ ン 操 作 者 と 会 話 が 出 来 る よ う に な る 。
な お 、 人 感 知 セ ン サ １ で あ る 赤 外 線 セ ン サ は 、 人 が よ く 動 く 場 所 を 監 視 で き る よ う に 設 置
す る の で あ る が 、 略 一 定 間 隔 で 利 用 す る ト イ レ の 出 入 口 を 監 視 で き る 位 置 に 設 け る こ と で
、 在 室 者 の 安 否 情 報 を 確 実 に 取 れ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 図 ２ は 、 受 信 器 ６ の 詳 細 を 示 す も の で 、 ボ タ ン １ ０ は こ れ を 押 し て リ モ コ ン ２ ａ ， ２ ｂ
， ２ ｃ を 押 す こ と で こ の リ モ コ ン ２ ａ ， ２ ｂ ， ２ ｃ か ら の 信 号 を 個 別 に 認 識 す る よ う に な
る 。 ボ タ ン １ １ は 、 通 報 先 の 電 話 番 号 を 登 録 す る も の で 、 こ れ を 押 し て 電 話 器 ５ で 電 話 番
号 を 登 録 す る 。 ボ タ ン １ ２ は 、 こ れ を 押 す こ と で 通 報 先 の 電 話 番 号 を 表 示 し 、 通 報 先 表 示
の 最 後 に 最 優 先 通 報 先 を 入 力 で き る よ う に し て い る 。 ボ タ ン １ ３ は 、 こ れ を 押 し て 電 話 器
５ か ら 入 力 す る 警 戒 解 除 の Ｉ Ｄ を 記 憶 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 警 戒 の モ ー ド 設 定 は 、 ボ タ ン １ ０ を 押 す ご と に 在 宅 モ ー ド 、 外 出 モ ー ド 、 就 寝 モ ー ド に
切 り 替 わ り 設 定 で き る 。
　 １ ４ は 入 力 番 号 や 設 定 モ ー ド 等 を 表 示 す る 液 晶 表 示 部 、 １ ５ は 赤 外 線 セ ン サ １ 、 煙 セ ン
サ ８ 、 窓 セ ン サ ２ ０ 、 ガ ス 漏 れ セ ン サ １ ７ か ら の 信 号 電 波 を 受 け る ア ン テ ナ で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 ３ は 、 警 報 や 開 閉 信 号 の 流 れ を 示 す 制 御 ブ ロ ッ ク 図 で 、 施 錠 装 置 ７ 、 赤 外 線 セ ン サ １
、 煙 セ ン サ ８ 、 窓 セ ン サ ２ ０ 、 ガ ス 漏 れ セ ン サ １ ７ か ら の 警 報 信 号 及 び 複 数 の リ モ コ ン 操
作 具 ２ ａ ， ２ ｂ ， ２ ｃ か ら の 開 閉 信 号 が 入 力 端 部 ２ １ に 入 る と 受 信 器 ６ 内 の 演 算 装 置 ２ ８
に 入 力 し 、 警 報 信 号 の 種 別 や 開 閉 し た リ モ コ ン 操 作 具 ２ ａ ， ２ ｂ ， ２ ｃ の 識 別 番 号 を 中 央
演 算 装 置 ２ ８ に 入 力 し 、 こ の 中 央 演 算 装 置 ２ ８ で 入 力 情 報 を 分 析 判 断 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 不 正 侵 入 と 判 断 さ れ る と Ｒ Ｏ Ｍ ２ ２ に 記 憶 し た 複 数 の 通 報 先 ３ ， ２ ３ ， ２ ４ ， ２ ５ ， ２
６ へ 電 話 器 ５ を 介 し て 警 報 信 号 音 或 い は 合 成 音 声 と し て 不 正 侵 入 或 い は 在 室 者 緊 急 事 態 を
順 次 送 信 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 Ｒ Ｏ Ｍ ２ ２ へ は 管 理 者 の 携 帯 電 話 ３ の 番 号 と 知 り 合 い や 警 察 等 の 通 報 先 ２ ３ ， ２ ４ ， ２
５ ， ２ ６ の 電 話 番 号 を 通 報 順 位 ご と に 記 憶 し 、 複 数 の リ モ コ ン 操 作 具 ２ ａ ， ２ ｂ ， ２ ｃ の
識 別 番 号 或 い は 使 用 者 名 を 記 憶 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 ４ は 、 警 報 出 力 お け る 制 御 の フ ロ ー チ ャ ー ト 図 で 、 受 信 器 ６ で 、 在 室 モ ー ド 、 就 寝 モ
ー ド 、 外 出 モ ー ド を 設 定 （ Ｓ １ ） す る 。
　 留 守 モ ー ド に 設 定 す る （ Ｓ ２ ） と 赤 外 線 セ ン サ １ か ら の 検 出 デ ー タ を 取 り 込 む タ イ ミ ン
グ す な わ ち サ ン プ リ ン グ 時 間 （ Ｔ １ ） を 短 く 例 え ば ３ ０ ～ １ ２ ０ 秒 毎 程 度 に 設 定 し （ Ｓ ５
） 、 こ の 検 出 時 に 人 の 存 在 を 感 知 す る （ Ｓ ８ ） と 、 直 ち に 不 審 者 侵 入 と の 警 報 通 報 を 管 理
者 の 携 帯 電 話 ３ に 行 う （ Ｓ １ ０ ） 。
【 ０ ０ １ ６ 】
ス テ ッ プ Ｓ ８ で 人 を 感 知 す る と 外 出 時 に 誰 か が い る こ と に な り 、 不 正 侵 入 と し て 電 話 器 ５
を 通 じ て 管 理 者 の 携 帯 電 話 ３ へ 通 報 す る の で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 在 室 モ ー ド に 設 定 す る （ Ｓ ３ ） と サ ン プ リ ン グ 時 間 （ Ｔ ２ ） を 長 く 例 え ば ２ ～ ５ 時 間 毎
に 設 定 し （ Ｓ ６ ） 、 こ の サ ン プ リ ン グ 時 間 （ Ｔ ２ ） の 間 に 人 を 感 知 し な け れ ば （ Ｓ ９ ） 住
人 に 異 変 が 生 じ た も の と し て 緊 急 事 態 発 生 を 管 理 者 の 携 帯 電 話 ３ に 行 う （ Ｓ １ １ ） 。
【 ０ ０ １ ８ 】
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　 留 守 モ ー ド で な く 在 室 モ ー ド で な け れ ば 就 寝 モ ー ド （ Ｓ ４ ） で あ る の で 、 サ ン プ リ ン グ
時 間 （ Ｔ ３ ） を 例 え ば ６ ～ １ ０ 時 間 で の 長 い 間 隔 に 切 り 替 え （ Ｓ ７ ） 、 こ の サ ン プ リ ン グ
時 間 （ Ｔ ３ ） の 間 に 人 を 感 知 し な け れ ば （ Ｓ ９ ） 住 人 に 異 変 が 生 じ た も の と し て 緊 急 事 態
発 生 を 管 理 者 の 携 帯 電 話 ３ に 行 う （ Ｓ １ １ ） 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ９ で 長 時 間 に わ た っ て 人 の 移 動 が 感 知 さ れ な い 場 合 す な わ ち 在 室 者 の 移 動 が
感 知 さ れ な い 場 合 に は 、 倒 れ て 動 け な く な っ て い る 可 能 性 が あ る の で 、 非 常 事 態 発 生 と し
て 電 話 器 ５ を 通 じ て 管 理 者 の 携 帯 電 話 ３ へ 通 報 す る の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 な お 、 在 宅 モ ー ド と 就 寝 モ ー ド 時 の サ ン プ リ ン グ 時 間 （ Ｔ １ ） ， （ Ｔ ２ ） は 、 在 室 者 の
ト イ レ へ 行 く タ イ ミ ン グ の 違 い 等 の 特 性 を 考 慮 し て 適 宜 に 変 更 で き る よ う に す れ ば 良 い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ １ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 例 に お け る 全 体 構 成 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 例 に お け る 一 部 の 拡 大 平 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 実 施 例 に お け る 制 御 ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 実 施 例 に お け る 制 御 フ ロ ー チ ャ ー ト 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
１ 　 人 感 知 セ ン サ
３ 　 管 理 機
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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